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令和３年１２⽉２０⽇、福井県内のスーパーサイエンスハイスクール（SSH※）指定校である県⽴若狭
⾼校２年⽣３２名がエネ研を訪れ、SSH科学実験研修を受講しました。

⽣徒達は、各⾃が選択したテーマについて、専⾨性の⾼い分析機器等を使った実験や分析を⾏い、その
結果についてグループ発表と質疑応答を⾏いました。

このうち「プログラミングと近似計算の基礎」のテーマでは、プログラミングの基礎を学ぶとともに、
円周率πを近似計算するプログラムを作成してπの値を推定しました。⼣刻には、実験結果を資料にまと
め、グループ発表として研究成果を発表しました。

⽣徒からは「⼀⽇かけての本格的な実験であったが、講師が丁寧に教えてくれて理解しやすかった」
などの感想が寄せられました。
※SSH･･･⽂部科学省が指定。指定校は「科学技術系⼈材の育成」を⽬的に、⼤学や研究機関等と連携し、独⾃のカリキュラム

にて発展的な内容を学んでいます。

環境⽔等に含まれる微量⾦属分析 アルデヒド脱⽔素酵素の遺伝⼦型判定

発光ダイオード（半導体）の特性と
光⼦数の算出

電⼦顕微鏡によるミクロ組織の観察

⾦属の蒸発と薄膜⽣成実験

プログラミングと近似計算の基礎

β線とγ線の吸収曲線の測定
（放射線と物質の相互作⽤）

テ ー マ【講師】 概要
環境⽔等に含まれる微量⾦属分析
【遠藤主任研究員】

⽔道⽔等の⾝の回りにある⽔に含まれる鉛、亜鉛、カドミウム等の微量⾦属（重⾦属）の含有量を測定
し、環境問題を⾝近な問題として認識した。

プログラミングと近似計算の基礎
【⻄尾主幹研究員】

パソコンを使って、モンテカルロ法（シミュレーションや数値計算を乱数を⽤いて⾏う⼿法）で円周率
πを近似計算するプログラムを作成し、πの値を推定した。

電⼦顕微鏡によるミクロ組織の観察
【安永主任技師】

⾛査型電⼦顕微鏡及び透過型電⼦顕微鏡を⽤いて材料の表⾯及び内部を観察することにより、⾦属材料
の性質（脆性及び延性）を理解した。

アルデヒド脱⽔素酵素の遺伝⼦型判定
【⽥中主幹研究員】

⼝内細胞からDNAを抽出し、アルコール分解に関わるアルデヒド脱⽔素酵素の遺伝⼦型を判定し、アル
コールを分解しやすい、しにくい体質を判定した。

β線とγ線の吸収曲線の測定（放射線と
物質の相互作⽤）【栗⽥主任研究員】

放射性元素から放出される放射線（β線︓電⼦線とγ線︓電磁波）の様々な物質への透過のしやすさを
測定し、その結果から、放射線と物質の相互作⽤について考察した。

⾦属の蒸発と薄膜⽣成実験
【⽯神主幹研究員】

真空中で⾦及び銀を加熱して蒸発させ、ガラス等の基板上に堆積させることにより、⾦属薄膜を作成し、
⾦属薄膜の観察や計算値と実測値の⽐較を⾏った。

発光ダイオード（半導体）の特性と光⼦
数の算出【鈴⽊主任研究員】 発光ダイオード（半導体）及び光の性質を理解し、⼈間の⽬の感度や時間分解能の限界を探った。

グループ発表

SSH科学実験研修を実施しました



令和４年１⽉１８⽇、県内企業と原⼦⼒元請企業との情報交換会を福井市の福井商⼯会議所にて開催
しました。この情報交換会は、原⼦⼒関連業務従事者研修事業の⼀環として、県内企業の原⼦⼒発電所
の新規制基準⼯事や廃⽌措置⼯事、メンテナンス業務等への新規参⼊、業務拡⼤を⽬的に毎年１回開催
しており、今回で１８回⽬となります。当⽇は、新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌対策を徹底した中、
県内企業７社と原⼦⼒元請企業８社が参加しました。

まず、「全体会合」で、県内企業と原⼦⼒元請企業がそれぞれ⾃社の紹介を⾏いました。引き続き⾏
われた「個別⾯談」では、参加企業が個別に情報交換を⾏い詳細な業務内容を確認するとともに、県内
企業が⾃社の製品や技術⼒ををPRしました。

県内企業からは「原⼦⼒関連業務参⼊のために必要な資格、要件等が明確になった」、「情報収集や
元請企業との意⾒交換ができた」との声を、また、原⼦⼒元請企業からは「今後、取引したい企業が
あった」などの声を聞くことができました。

今後も情報交換会を開催し、県内企業の原⼦⼒関連業務への新規参⼊や業務拡⼤につながるよう⽀援
を続けてまいります。

県内企業と原子力元請企業との情報交換会を開催しました

福井大学大学院で講義を行いました
令和３年１１⽉から令和４年１⽉まで、エネ研の職員が福井⼤学⼤学院

⼯学研究科の学⽣に講義を⾏いました。令和２年度から、⽯神主幹研究員と
鈴⽊主任研究員が福井⼤学の特別研究員に委嘱されたことにより実施して
いるもので、今回で２回⽬となります。

本年度は、特別研究員２名に加え、安永主任技師と岩瀬所⻑も講師とな
り、博⼠前期課程の「原⼦⼒材料学特論」の講義を⾏いました。エネ研で
実施されたイオンビーム分析やイオン加速器を⽤いた研究の成果といった
内容で、講義を受けた学⽣からは「装置と得られるデータについて論⽂を
⽤いて講義されるのは⾯⽩く、理解が深まった」との感想のほか、今後の
講義に対する要望などもありました。

今後も、エネ研における研究開発を通じて培われた成果を⾼等専⾨教育
にも還元できるよう努めてまいります。

⿊板を使い講義する⽯神主幹研究員

個別⾯談の様⼦全体会合の様⼦

講義中の教室
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